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基準２ 教育組織 

（１）観点ごとの分析 

 観点２－１－①： 学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

 
（観点に係る状況） 
 本校は，発展する高度な科学技術，創造性，国際感覚，豊かな人間性に対応できる実践的技術者に

加えて，海運・造船業などの海事関連産業により繁栄している「しまなみ海道」地域でも専門的知識

が発揮できる実践的技術者を養成するために，商船学科，電子機械工学科，情報工学科の３つの学科

を置いている（資料２－１－①－１）。これらの学科で養成したい人材像は，教養教育で培われる能力

を含め，総合的な判断力，創造力，船員教育を基盤にした海事総合科学技術者，ものづくりの実践的

技術者，問題分析と解決能力を備えた情報システム技術者の項目で構成されており，その内容は本校

の教育方針を反映したものである（資料２－１－①－２，資料２－１－①－３）。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 学科の構成及び内容が教育の目的と本校の教育方針に適合している。また，地域のニーズに応える

ことができる海事関連学科，ものづくりおよび情報システム技術を基盤にした工業系学科の２学科で

バランスよく構成されている。 
 以上のことから，学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているといえる。 
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資料２－１－①－１ 
 

出典：弓削商船高等専門学校学則 
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資料２－１－①－２ 

出典：平成 18年度学校要覧 
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資料２－１－①－３ 

出典：平成 18年度学校案内 
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出典：平成 18年度学校案内 
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観点２－１－②：専攻科が設置されている場合には，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で適

切なものとなっているか。 

 
（観点に係る状況） 
 本校は，学校教育法 70条の６に基づき，学則(資料２－１－②－１)で示すように，海上輸送システ
ム工学専攻と生産システム工学専攻の２つの専攻を設置している。海上輸送システム工学専攻は，商

船学科を基盤とし，それを発展させた高度な海技技術者と船舶管理技術者の育成を目指している。生

産システム工学専攻は，電子機械工学科と情報工学科を基盤にした複合学科で，IT化されたものづく
りのトータル技術者の育成を目指している(資料２－１－①－２，資料２－１－②－２)。 
（分析結果とその根拠理由） 
 ２専攻とも基礎となる学科の上積み課程であることを踏まえて構築されており，教育の目的と本校

の教育方針に適合している。以上のことから，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なも

のとなっているといえる。 
 
 
資料２－１－②－１ 
 

出典：弓削商船高等専門学校学則 
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資料２－１－②－２ 

出典：庶務課 
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観点２－１－③：全学的なセンター等を設置している場合には，それらが教育の目的を達成する上で

適切なものとなっているか。 

 
（観点に係る状況） 
 本校は全学生が共通で活用できる施設として，１）校内練習船，２）情報処理教育センター，３）

地域共同研究推進センター，４）実習工場を設置している(資料２－１－③－１)。 
 校内練習船「弓削丸」及び実習船「はまかぜ」(校舎地区より西１kmに位置する練習船係留場に係
留)は，航海実習と海洋教育支援のための全学的な施設である。学生の航海実習，公開講座，洋上講座，
四国地区６高専共同事業，体験航海等に幅広く活用している(資料２－１－③－２)。また，練習船係
留場には，技術系職員３名が配置され教育と船舶の管理運営の支援を行っている。 
 情報処理教育センターは，学生の教育研究活動(資料２－１－③－３)，情報ネットワークの管理運
営(資料２－１－③－４)，校内 LANの構築と運用(資料２－１－③－５)，情報セキュリティー(資料２
－１－③－６)などに関する業務を行っている。本センターは，センター長，センター主任，技術系職
員１名が配置され，これに加えて学科等からの代表者若干名で構成されたセンター委員会にて運営さ

れている。 
 地域共同研究推進センターは，平成１４年度に本校の持つ専門知識と施設を地域で活用してもらう

ことを目的にして設置された。本センターでは，しまなみ海道沿線の関係諸機関に利用してもらうた

めに刊行物(資料２－１－③－７)を作成・配布し，共同研究，技術支援等を実施している(資料２－１
－③－８)。なお，平成 18年度には技術振興会の発足を予定している(資料２－１－③－９)。 
 実習工場は，実験実習，卒業研究および理工系イベント教育などのための全学的な施設である。実

習工場には，各種工作機械，商船学科実験設備，ロボコン制作室などが設置され，係る設備の運用に

は，担当教員に加えて技術系職員６名が配置され，教育支援を充実させている(資料２－１－③－10)。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 上記の施設は，授業（講義，実習，演習，卒業研究）で使用されるばかりでなく，地域との連携，

共同研究などにも活用され，本校の教育を遂行するために不可欠の施設となっている。 
 以上のことから，本校に設置されているセンター等は，それらが教育の目的を達成する上で適切な

ものとなっているといえる。 
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資料２－１－③－１ 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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資料２－１－③－２ 

出典：弓削丸年報（平成 17年度） 
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資料２－１－③－３ 

出典：学生課 
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資料２－１－③－４ 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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資料２－１－③－５（別添） 

 

出典：情報処理教育センター 
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資料２－１－③－６ 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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資料２－１－③－７ 

出典：地域共同研究推進センターパンフレット 
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 出典：パネルフォーラムパンフレット 
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資料２－１－③－８ 

出典：パネルフォーラムパンフレット 
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 出典：パネルフォーラムパンフレット 
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資料２－１－③－９ 

出典：弓削商船高専技術振興会概念図 
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資料２－１－③－10 

出典：平成 18年度前期時間割 
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観点２－２－①： 教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展開する

ための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係る重要事項を審議されるなどの

必要な活動を行っているか。 

 
（観点に係る状況） 
 教育課程全般にわたる重要な課題は，校長が委員長を務める運営委員会と自己点検・評価委員会で

審議，または報告されている(資料２－１－①－２，資料２－２－①－１，資料２－２－①－２)。教
育の細部については，教務委員会，厚生補導委員会，寮務委員会，専攻科委員会で審議しており，そ

の結果は運営委員会及び校長に報告している(資料２－２－①－３)。また，これらの委員会の下にワ
ーキンググループを必要に応じて設置し，委員会に機敏性を持たせている。教務委員会は教育課程の

編成及び実務等に関する事項を審議(資料２－２－①－４)，厚生補導委員会と寮務委員会は学生の厚
生補導及び寮生活の全体に関する事項を審議している(資料２－２－①－５，資料２－２－①－６)。
専攻科委員会は専攻科学生の教務，厚生補導，寮務に関する事項を審議している(資料２－２－①－７)。
この他，教育内容検討委員会，教員組織検討委員会，成績評価協議会を中期計画に基づき設置して活

用しつつある(資料２－２－①－８)。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 教育に必要な事項は，教務委員会，厚生補導委員会，寮務委員会，専攻科委員会で審議し，審議結

果は運営委員会で検討・報告がされ学内に周知している。また，逆に教育の将来展望などの大枠を運

営委員会で検討し，教務委員会等の下部委員会でさらに細部を検討するなどして，係る事項に対して

柔軟に対応している。 
 以上のことから，教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展開す

るための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係る重要事項を審議されるなどの必要な活動を行

っているといえる。 
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資料２－２－①－１ 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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資料２－２－①－２ 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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出典：平成 17年度第 10回運営委員会議事概要 

資料２－２－①－３ 
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出典：平成 17年度第 10回運営委員会議事概要 
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２－２－①－４ 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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 出典：平成 17年度第 6回教務委員会議事概要 
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資料２－２－①－５ 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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資料２－２－①－６ 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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資料２－２－①－７ 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 



弓削商船高等専門学校 基準２ 

 - 59 - 

資料２－２－①－８ 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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出典：弓削商船高等専門学校規則集 



弓削商船高等専門学校 基準２ 

 - 61 - 

 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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出典：平成 17年度第 1回教育内容検討委員会議事概要 
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観点２－２－②： 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか。 

 
（観点に係る状況） 
 一般科目と専門科目を総合教育科と学科とで範囲を分けて教授しており，組織や制度で教員間の連

携が行われた経緯はない。教育課程全般にわたる大切な課題は，教務主事及び教務委員会が中心にな

って，各学科長・総合教育科長等と検討し連携を図っている。例として，練習船利用研修(資料２－２
－②－１)，数学における一般科目及び専門科目教員間の連携(資料２－２－②－２)，四国地区共通試
験の補習授業(資料２－２－②－３)等がある。また，図書館長が中心になって実施している教員研究
懇談会は，平成 17年度で 42回の開催を重ね，この間，教員のＦＤや研究などの発表を行い，一般科
目及び専門科目を担当する教員間の連携を深めている。(資料２－２－②－４)。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 教員組織検討委員会を設置して，組織としての体制を整える緒についたところである。 
しかし，実務面では一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携を，教務主事や教務委員会を中

心に対応しており，一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているといえ

る。 
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資料２－２－②－１ 

出典：弓削丸利用説明資料（平成 17年度） 
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資料２－２－②－２ 
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出典：総合教育科 
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資料２－２－②－３ 

出典：教務主事 
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資料２－２－②－４ 

出典：第 41回教員研究懇談会開催通知 
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観点２－２－③：教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

 
（観点に係る状況） 
 本校は教育活動支援の最も重要な位置づけとして学級担任を重視している。学級担任は学級担任委

員会，厚生補導委員会の委員に指名するなどして，学生に関する情報が周知できるように努めている。

また，学級担任の手引きを配布して，担任業務や３主事及び学科長等の学級担任への協力を明記して

いる(資料２－２－③－１)。 
 課外活動の中心になるクラブ活動は，全教員が文科系と体育系のいずれかの顧問に配置され，その

活動及び指導が円滑に実施されるように配慮している(資料２－２－③－２)。 
 全学科で取り入れている練習船実習には，正規の乗組員の他，商船学科教員及び非常勤乗組員を配

置し，本校で最も得意とする海洋教育に力を入れている(資料２－２－③－３)。 
 事務部では，学生課を中心に，教育活動全般の支援に加えて，校内練習船実習（５名），実験実習（６

名），海洋実習（３名），情報処理演習（１名）等の授業の支援を実施している。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 教育活動を円滑に実施するため，学級担任制度の活用，課外活動の円滑な実施，練習船教育の充実

などの支援を行っている。また，事務部では，学生課を主体として，校内練習船実習，工作実習，情

報処理演習等の授業の支援を実施している。 
 以上のことから，教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているといえる。 
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資料２－２－③－１ 

出典：学級担任の手引き 
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資料２－２－③－２ 

出典：平成 18年度クラブ・同好会等顧問名簿 
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出典：平成 17年度第 2回クラブ顧問会議議事概要 
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出典：平成 17年度第 2回クラブ顧問会議議事概要 
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資料２－２－③－３ 

出典：庶務課 
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（２）優れた点及び改善する点 

 (優れた点) 
 (改善する点) 
  
（３）基準２の自己評価の概要 

 学科の構成及び内容は，教育方針を踏まえて，地域のニーズに応えることができる海事関連学科と，

ものづくりを基盤にした工業系学科の２学科でバランスよく構成されている。 
専攻科は，基礎となる学科の上積み課程であることを踏まえて構築されており，教育の目的と本校の

教育方針に適合している。 
 校内練習船，情報処理教育センターの教育支援施設は，授業（講義，実習，演習，卒業研究）で使

用されるばかりでなく，地域との連携，共同研究などにも活用され，本校の教育を遂行するために不

可欠の施設となっている。 
 教育課程全体についての企画調整・運営・検討は，運営委員会を中心にして，教務委員会，厚生補

導委員会，寮務委員会，専攻科委員会の各種委員会と連携して，係る事項に対して柔軟に対応してい

る。 
 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携は，教務主事や教務委員会を中心に対応しており，

一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているといえる。 
 教育活動を円滑に実施するため，学級担任制度の活用，課外活動の円滑な実施，練習船教育の充実

などの支援を行っている。また，事務部では，学生課を主体として，校内練習船実習，工作実習，情

報処理演習等の授業の支援を実施している。 
 


